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真田山小学校
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４月 入学式、始業式、教育相談ウィーク

５月 遠足、学習参観

６月 プール開き、学習参観

７月 個人懇談会、終業式、林間学習（５年）

８月 始業式

９月 学習参観

10月 運動会、遠足

11月 修学旅行（６年）、作品展、学習参観

12月 個人懇談会、終業式

１月 始業式

２月 学習参観、卒業遠足（６年）

３月 卒業式、修了式

◆学校教育目標
「心豊かで、すすんで課題に取り組むたくましい子」の育成

◆重点目標
子む組り取く強りばね、いか向ち立に題課でんすす ○

○思いやりをもち、互いに支え合う子
○自ら目標をもち、身体を育む元気な子

≪中期目標≫
【安全・安心な教育の推進】

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

【学びを支える教育環境の充実】

≪令和８年度の主な重点取組≫
●「思いやりをもち、互いに支え合う子」をめざした、安心・安全の学校環境の実現

●学力を向上させ、自分の思いや考えを持ち進んで表現しようとする子の育成

●子どもの体力・運動能力向上のための取組と、保健指導や食育指導の推進

●学びを支える教育環境の充実

●安全・安心な教育活動を確保するための計画的な環境整備

質の高い教育を実現する学校体制と、豊かな教育活動の設定

（令和８年度）【主な学校行事】

（令和８年５月１日現在）【児童数】
【自校の取組の成果と課題、アクションプラン】
【R７ 全国学力・学習状況調査の結果】

【自校の取組の成果と課題、アクションプラン】
【R７ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果】

【学校説明会・見学会日程】

　平均正答率では、全国平均と比べて、算数では５ポイント上回り、国語、理科で
もそれぞれ0.2ポイント、0.9ポイント上回っている。
【国語】「文章全体の構成を捉えて要旨を把握する」等の「読むこと」の問題では、
全国・大阪市平均と比較して５ポイント前後上回っていた。一方、「文章の構成を
考える」などの「書くこと」の問題では、全国・大阪市平均と比較して５ポイント前
後下回っている。
【算数】概ねどの問題においても、全国・大阪市平均を上回っており、特に「表や資料
から条件にあった項目を選んだり、必要な情報を選び数量関係を式に表し、計算
する」問題においては、全国・大阪市平均と比較して８ポイント以上、上回っている。
【理科】問題別では、「へちまの花の受粉」「赤玉土の粒の大きさによる水のしみこ
み方のちがい」に関する問題で全国・大阪市平均を大きく上回っている。一方で
「電磁石の強さ」に関する問題では、全国平均を９ポイント下回っている。
【アクションプラン】基礎的・基本的な力はついているが、自分の考えを深めた
り、自分の考えを伝えるために工夫して発表するということには課題がある。今
後も主体的・対話的で深い学びができるように、ペア学習やグループ学習を取り
入れながら、共に学びを深めていくことができる児童の育成を図っていく。また、
発表する際に学習者用端末を活用する機会を増やし、資料や文章の組み立てを
工夫して発表する力を養っていく。

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】
　体力合計点の平均点は、男女ともに大阪市平均は上回ったが、女子は全国平
均よりは下回っている。種目別に見ると、男子は８種目中７種目と体力合計点、女
子は５種目で全国・大阪市平均よりも上回っている。女子は「上体起こし」「立ち
幅とび」「ソフトボール投げ」、男子は「ソフトボール投げ」の記録が全国・大阪市
平均を下回っていた。
　質問紙調査からは、「運動やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も
肯定的な「好き」と答えた男子が76.8％、女子が58.5％でともに全国・大阪市平
均よりも高い数値となっている。しかし、１週間の総運動時間が60分未満の児
童生徒の割合は男子が6.6％で全国・大阪市平均よりも低い数値であった。
　児童数が多く、運動場が狭いため休み時間は２学年ずつに制限しており、校
内で自由に運動に親しむ機会は少ない。またクラス数増加のため、体育科は２ク
ラス合同で活動している。学習場所の確保のため真田山グラウンドを活用する
等の工夫をしている。
　今後も体育の学習が楽しいと感じる児童を増やすとともに、目標設定や振り
返り活動、仲間と教え合う場の設定、ICTの活用など、授業づくりにおける工夫を
図ることで、児童が運動に親しむ機会を確保していく。

◆学校説明会　13：25～13：55（図書室）
◆学校見学会　13：55～14：35（校内を案内します）

９月15日（火） 13:25～14:35

【詳細】
　＊参加希望の方は電話予約をしてください。（教頭まで）
　＊玄関で受付後、順路に沿って図書室へお進みください。
　＊見学は学校職員が誘導します。
　＊学校選択制の受付はしていません。
　　 本校校区お住いの方対象の説明会です。

本校校区にお住いの方対象の学校説明会及び学校見学会
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　明治７年11月西成郡７番小学校として開校し、昭和22年４月真田山小学校と改称されました。
　本校では、「心豊かで、すすんで課題に取り組むたくましい子」を学校教育目標に掲げ、確かな学力、豊かな心、たくましい体の三
要素のバランスのとれた児童の育成をめざした教育活動を行っています。教科指導においては、児童一人一人が興味関心をもって、
粘り強く取り組む力を育てることを目標にしています。授業の中で課題把握や問題発見の場を設定し、自ら学び考え、意欲的に課
題解決に取り組むことができるよう指導法の研究を進めています。
　令和６年度に創立150周年を迎えました。これまでに保護者や地域の皆様と共に歩み育んできた真田山教育の歴史と伝統を継
承していきながら、今後も教育活動を推進していきます。

※上記の学校行事は変更することがあります。

〇令和11年度の小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
87％以上にする。
〇令和11年度の小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合
を88％以上にする。
〇年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を2.2％以下にする。

〇令和11年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方
に気付いたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を82％以上にする。
〇令和11年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査における各種目別平均と体力合計点を、男女ともが全国・大阪市より上回るよ
うにする。

〇令和11年度の小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、自分の考えや意見を伝えたり、友だちと共有したり比べ
たりしていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。 
〇教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を月25時間以下とする。

・ 各学年で、年間１回以上、外部人材を活用した学習や体験を実施する。
・ 遠足や児童集会等、異学年交流の機会を多く設定する。また、その活動を通して達成感や自己肯定感を得られるように、場
の設定や展開を工夫する。

・ 運動の機会の確保や体力向上のために、「チャレンジ運動タイム」を設け、体力づくりに努める。
・ 健康強調習慣を設けるとともに、委員会活動を通じて、各学級の衛生面への意識向上に努める。
・ 給食強調週間を設けるとともに、委員会活動を通じて、食への意識向上に努める。

・ １人１台学習者用端末の環境を生かし、個別最適化の学びと協働的な学びの実現に向けた取組を学級経営及び、学習指導
において推進する。

・ 「学校園における働き方改革推進プラン」に基づいた、教職員の働き方改革を推進する。週１回「ゆとりの日」の実施。
・ 学校司書との連携や学校図書館ボランティアの協力を得て、定期的に本の読み聞かせを実施する。

・ 教職員による校内安全点検を実施する。
・ 掃除用具を整備するとともに、毎日の清掃指導を徹底する。

・ ポジティブなフィードバックで自己肯定感と学習意欲を高めるとともに、児童の実態を踏まえ、興味・関心を引き出す授業づ
くりを行う。

・ 英語の音声認識と基礎学力の定着のための「真田山タイム」を毎日15分間実施する。
・ 探究的な学習（自ら課題をみつけ、考えを形成し、交流・表現する）を意識した単元計画を立て、実施する。

• 外国語や体育科、理科などでは専科制の授業を取り入れ（中学年以上）、教員の専門性を生かした授業を実施しています。
• 研究校としての伝統を継承し、校内における教科研究の取組を推進しています。
• 令和８年度は「『主体的に学び、自分の考えを表現する子どもの育成』～PBSを通して、互いに認め合う集団づくり～」を研
究主題として、ポジティブ行動支援の考え方をもとに、児童に対する指導・支援の在り方を研究・共有化し、児童の自尊感
情を高められるようにします。さらに、児童同士もお互いに目を向け、認め合う関係性も育てることで、望ましい行動を広
げていきます。
• PTAや地域の方と協働した行事も年間を通して行い、多様な教育活動の機会を設定しています。

平均正答率 国 語 算 数
学　　校 67 63

理 科
58
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